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の細菌を検出する蛍光 in situ ハイブリダイゼーション（fluorescence in situ hybridization；FISH）法を併用するこ
とにより、増殖活性をもつ特定細菌を検出できると考えられる（マイクロコロニーFISH［MC-FISH］法）。 











堆肥中に添加し、最適化した MC-FISH 法を用いて増殖活性をもつ大腸菌の検出を行った。その結果、大腸菌の 16S 
rRNA に特異的な ES445 プローブを用いることにより、堆肥中の増殖活性をもつ大腸菌の高精度な定量を可能にし
【21】










 最適化した MC-FISH 法を用いて、堆肥および水耕栽培モデル中に添加した大腸菌の動態を追跡した。大腸菌の初
期添加量は 108 cells/mL or g（dw）とした。添加０日目では、堆肥および水耕栽培モデルにおいて、MC-FISH 法の




1/10 に減少したが、水耕栽培モデルにおいては約 1/1000 にまで減少し、植物生育環境の違いによって増殖活性をも
つ大腸菌の生残性が異なることがわかった。 
 本研究では、マイクロコロニー法を最適化し、植物生育環境中の増殖活性をもつ大腸菌の検出に応用した。さらに、


















MC-FISH 法では通常の培養法に比べて、検出された大腸菌数が 100 倍となった。このことより、培養法では植物生
育環境中の大腸菌数を過小評価していることを示した。 
 今後、大腸菌以外の汚染指標細菌や病原細菌を検出するプローブを利用することにより、MC-FISH 法を用いて、
植物生育環境中のこれらの細菌の増殖活性を迅速かつ高精度に評価することが可能になるものと考えられる。 
 以上の知見は、植物生育環境の微生物学的安全性の向上に寄与するものであり、博士（薬学）の学位に値するもの
と判断する。 
